
貸 借 対 照 表

⾦ 額 ⾦ 額

18,722 14,052 
現⾦および預⾦ 797 290 
受 取 ⼿ 形 39 3,539 
売 掛 ⾦ 6,930 8,900 
商 品 10,023 117 
前 払 費 ⽤ 9 20 
短 期 貸 付 ⾦ 650 306 
そ の 他 563 364 
貸 倒 引 当 ⾦ △292 80 

37 
7,285 2 
5,827 392 

建 物 2,790 1,234 
構 築 物 29 593 
機 械 装 置 9 3 
⼯ 具 器 具 備 品 66 637 
⼟ 地 2,925 
リ ー ス 資 産 5 

94 
借 地 権 59 10,076 
ソ フ ト ウ ェ ア 29 2,628 
そ の 他 5 1,627 

1,363 1,627 
投 資 有 価 証 券 1,138 5,820 
関 係 会 社 株 式 125 494 
開設者預託保証⾦ 31 5,325 
繰 延 税 ⾦ 資 産 19 繰越利益剰余⾦ 5,325 
保 証 ⾦ 3 644 
そ の 他 241 644 
貸 倒 引 当 ⾦ △193 10,721 

26,007 26,007 
(注)記載⾦額は百万円未満を切捨てて表⽰しております。

負 債 合 計 15,286 

利 益 準 備 ⾦
その他利益剰余⾦

利 益 剰 余 ⾦

(純資産の部)

短 期 借 ⼊ ⾦

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

未 払 法 ⼈ 税 等
未 払 ⾦

固 定 負 債

契 約 負 債
未 払 費 ⽤

賞 与 引 当 ⾦

資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

無 形 固 定 資 産

買 掛 ⾦

退 職 給 付 引 当 ⾦

預 り 保 証 ⾦

リ ー ス 債 務

リ ー ス 債 務

預 り ⾦

そ の 他

負 債 ・ 純 資 産 合 計
純 資 産 合 計

株 主 資 本
資 本 ⾦

その他有価証券評価差額⾦
評 価 ・ 換 算 差 額 等

資 本 準 備 ⾦
資 本 剰 余 ⾦

受 託 販 売 未 払 ⾦

(2024年3月31日 現在)
(単位：百万円)

流 動 資 産

科 ⽬

流 動 負 債

科 ⽬

(負債の部)(資産の部)
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83,638 

77,482 

6,155 

4,692 

1,463 

4 

41 

12 58 

54 

104 

1 160 

1,361 

49 

49 

8 

0 

1,353 

287 

164 451 

902 

(注)記載⾦額は百万円未満を切捨てて表⽰しております。

営 業 外 費 ⽤

営 業 外 収 益

販売費および⼀般管理費

売 上 原 価

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 総 利 益

そ の 他

貸 倒 引 当 ⾦ 繰 ⼊

当 期 純 利 益

(単位：百万円)

損 益 計 算 書
(自 2023年4月1日  至 2024年3月31日)

法 ⼈ 税 等 調 整 額
法⼈税、住⺠税および事業税
税 引 前 当 期 純 利 益
固 定 資 産 処 分 損 57 

関係会社株式評価損
商 品 罹 災 損

そ の 他

⽀ 払 利 息

特 別 利 益
受 取 賠 償 ⾦

特 別 損 失

受 取 配 当 ⾦
受 取 利 息

科 ⽬ ⾦ 額
売 上 ⾼

49 
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[個別注記表] 

重要な会計方針に係る事項に関する注記 

1 有価証券の評価基準および評価方法 

⑴ 子会社株式および関連会社株式 

移動平均法による原価法 

⑵ その他有価証券 

 市場価格のない株式等以外のもの 

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は､全部純資産直入法により処

理し､売却原価は､移動平均法により算定） 

市場価格のない株式等  

移動平均法による原価法 

2 デリバティブの評価基準および評価方法 

時価法 

3 棚卸資産の評価基準および評価方法  

個別原価法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの

方法により算定） 

4 固定資産の減価償却の方法 

⑴ 有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

⑵ 無形固定資産（リース資産を除く）  

定額法 

なお､ソフトウェア（自社利用分）については､社内における利用可能期間（5 年）

に基づく定額法 

⑶ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数として､残存価額を零とする定額法を採用しております｡ 

5 引当金の計上基準 

⑴ 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため､一般債権については貸倒実績率法､貸倒懸念

債権および破産更生債権等については財務内容評価法に基づいて計上しております｡ 

⑵ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため､当事業年度末における退職給付債務の見込額に基

づき､当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております｡ 

① 退職給付見込額の期間帰属方法  

退職給付の算定にあたり､退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ

る方法については､期間定額基準によっております｡ 

② 数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法 

過去勤務費用は､その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年）による定額法により費用処理しております｡  

数理計算上の差異は､各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間
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以内の一定の年数（10 年）による定額法により按分した額を､それぞれ発生の

翌事業年度から費用処理することとしております｡ 

⑶ 賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき

額を計上しております。 

6  収益および費用の計上基準 

当社の主要な事業における主な履行義務の内容および収益を認識する通常の時点は、

以下のとおりであります。 

⑴ 水産物卸売事業（委託品販売） 

主な履行義務は、受託契約約款に基づき、出荷者より委託された水産物等を、出荷者

の代理人として卸売することであります。通常はせり売もしくは入札または相対取引

のいずれかの方法によって買受人へ卸売した時点で収益を認識しております。当該事

業は、代理人としての性質が強いと判断されるため、委託手数料相当を収益として純

額表示しております。 

⑵ 水産物卸売事業（買付品販売） 

主な履行義務は、顧客との売買契約に基づき、水産物等の商品の引き渡しを行うこと

であります。国内での販売においては、出荷から商品が顧客に移転される期間が通常

の期間であることから、商品の出荷時点において顧客に当該商品に対する支配が移転

したと判断し、収益を認識しております。また、輸出販売等においては、貿易条件で

あるインコタームズに基づいた売主（輸出者）の危険負担の移転時点で収益を認識し

ております。当該事業は、代理人としての性質が強いと判断されるものを除き、収益

及び費用を総額表示しております。 

⑶ 不動産賃貸事業 

主な履行義務は、顧客との不動産賃貸借契約に基づき、建物等を適切な状態で使用さ

せることであります。通常は、当該契約期間に応じて収益を認識しております。 

7 ヘッジ会計の方法 

⑴ ヘッジ会計の方法  

為替予約が付されている金銭債権債務については、振当処理を行っております｡ 

⑵ ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段  為替予約取引 

ヘッジ対象  売掛金および買掛金 

⑶ ヘッジ方針  

為替予約取引については、外貨建売掛債権および一部魚種の代金に振当てる用途に
限定する方針であります｡ 

⑷ ヘッジの有効性評価の方法  

振当処理によっているため、省略しております｡ 

⑸ リスク管理方法のうちヘッジ会計に係るもの  

為替予約取引は、営業担当部署との協議のうえ海外部が実行し、海外部および経

理部で管理しております｡なお､取引限度額を仕入および販売予定の成約済輸出入

外貨代金を限度とする方針であります｡ 
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貸借対照表に関する注記 

1 有形固定資産の減価償却累計額 2,727 百万円 

2 有形固定資産の取得価額から直接減額した圧縮記帳額 1,367 百万円 

3 関係会社に対する短期金銭債権 854 百万円 

短期金銭債務 1,039 百万円 

 

税効果会計に関する注記 

繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

1 繰延税金資産 

退職給付引当金   195 百万円 

関係会社株式評価損   153 百万円 

貸倒引当金   148 百万円 

繰越欠損金   10 百万円 

その他    107 百万円 

繰延税金資産小計    615 百万円 

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額     △311 百万円 

評価性引当額    △311 百万円 

繰延税金資産合計   303 百万円 

2 繰延税金負債 

その他有価証券評価差額金 △284 百万円 

繰延税金負債合計 △284 百万円 

繰延税金資産の純額   19 百万円 

 

関連当事者との取引に関する注記 

1 親会社および法人主要株主等 

属 性 会社名 
議決権等の所有 
（被所有）割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

  %   百万円  

売掛金 

百万円 

親会社 マルハニチロ㈱ 
被所有 

直接 100.0 
商品の売買 

商品仕入 
（注） 7,316 買掛金 841 

（注）取引条件および取引条件の決定方針等  

一般的な市場価格を勘案し､取引価格を決定しております｡ 
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2 子会社および関連会社等 

属 性 会社名 
議決権等の所有 
（被所有）割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

子会社 丸都冷蔵㈱ 

% 

製商品の売買 
役員の兼任等 

 百万円  

売掛金 

百万円 

所有 
直接 100.0 

短期資金の貸付・
回収（注）1 265 短期貸付金 300 

利息の受取（注）2 1 - - 

子会社 
 

㈱築地フレ
ッシュ丸都 

所有 
直接 100.0 

製商品の売買 
役員の兼任等 

短期資金の貸付・
回収（注）1・4 

326 
短期貸付金

（注）4 
350 

利息の受取（注）2 2 - - 

（注）取引条件および取引条件の決定方針等 

1. 資金の貸付および回収取引が反復的に行われているため、取引金額の欄には期中の平
均残高を記載しております｡ 

2. 資金の貸付は､市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております｡ 

3. 一般的な市場価格を勘案し､取引価格を決定しております｡ 

4. 子会社㈱築地フレッシュ丸都の短期貸付金に対して、104 百万円の貸倒引当金を計上

しており、当事業年度において 104 百万円の貸倒引当金繰入を計上しております。 

 

1株当たり情報に関する注記 

1 1 株当たり純資産額 3,406 円 48 銭 

2 1 株当たり当期純利益 286 円 70 銭 
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